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学科名 人材養成に関する目的

美術工芸学科

美術工芸学科は日本美術の伝統から先端的な映像やインスタレーション領域までもを含む総合学科で

す。まず手を動かし続けて圧倒的な作品を生み出す技術力を修得し、哲学や美術史を理論構築の背骨

として身体化し、刻々と変容する社会の動向を踏まえた上で、人々の共感を呼び起こす作品や仕組み

を生み出す人材を育成します。

マンガ学科

マンガは読む人の目に直接訴える視覚言語であり、一瞬で大量の情報を伝達できる手段でもありま

す。とりわけ「ストーリーマンガ」は日本独自の発展を遂げており、すでにサブカルチャーの域を超

え、「日本文化」として世界中に認知されています。本学科ではマンガ家を育てるとともに、視覚言

語を通してコミュニケーション力を培い、社会のあらゆる分野で活躍できる就業力を身につけた人材

を育てます。

キャラクターデザイン学科

ワンソースマルチユース（自身の起源を以って様々なコト・モノづくりシーンでの活躍できる人財と

なる）を理念とし全ての学生に産業構造＝マーケットの存在を認識させ、本学科にて修得した学修プ

ログラムを活用しダイバーシティ＝多様性に富んだ目まぐるしく技術的に変化・進化していく社会で

真に必要な『人財』を育成することを目標とします。

情報デザイン学科

情報デザイン学科は、来るべき社会を洞察し、多様なコミュニケーションデザインを通じて、企業、

個人、コミュニティ、地域、国およびグローバルな諸活動に新たな価値を創出する「価値デザイン」

を学科教育のテーマとし、人、もの、ことの新たな関係づくりと共創によって、社会に新たな豊かさ

と夢を提案できる人材を育成します。

プロダクトデザイン学科

次代を拓くプロフェッショナルを育成します。そのために、基礎となる知識やスキルの修得を踏まえ

て、特性に合わせたテーマでの実習を数多く経験することで、希望分野への就職に繋げます。第一線

のプロとのコラボレーションを数多く織り込み、高度なデザイン開発を学ぶと同時に社会との関係を

学び、就職に繋がる力を身に付けます。個性や目標に合わせたクラス編成やカリキュラム構成で学習

意欲を喚起し、着実な能力の向上を図ります。

空間演出デザイン学科

空間演出デザイン学科では、これからの社会に何が必要かを問うことを前提としながら、多様な人々

が生き生きとくらせる創造的な社会を築き上げていくために、社会における課題に真摯に対峙し、デ

ザインを通じて解決すること、さらにはそのことによって新たな社会的価値の創出を実践することに

積極的に取り組もうとする人材を育成します。

環境デザイン学科

環境デザインは、社会を支える基盤である「環境」と社会で生きる「人」との豊かで美しい関係を具

体的に考え実現します。環境デザイン学科では実践的な設計課題と講義、日本や海外の様々な地域と

連携した実務体験を通して、社会が抱える課題を抽出し、デザインの力で解決する方法を学びます。

卒業後は、学んだ力を使って社会に働きかけながら、人々の生活の質を高め、よりよい未来をつくり

だせる、自立した社会人を目指します。

映画学科

映画学科では、「集団制作＝ともに取り組む表現」を基本とします。一方で、社会状況や学生の多様

化にも対応するため、「個々の主体的創造力の向上」を図ります。この二つは「個人制作と集団制

作」というような相反するものではありません。むしろ、相乗して表現自体の強さに繋がるはずで

す。また、このような創作の過程を通じて、一人一人が社会において力強く生きるための豊かな「人

間力」を身につけることを目指します。

舞台芸術学科

舞台芸術は、新たな価値観の創造に向かって様々な役職の人達が各自の独創性を発揮しながら協働、

協調することで生まれる「総合芸術」です。舞台芸術学科では、主体性ある豊かな「創造力」と、他

者を信頼し、また他者から信頼される「人間力」とを兼ね備えた「総合芸術」の担い手となるべく人

材を育成します。

文芸表現学科

文芸表現学科は、ことばによる新しい表現を模索する「創造力」と、他者と協働し自分たちのことば

を社会につなげていく「人間力」を備え、社会に新しい価値を産みだすことのできる人材を育成しま

す。

アートプロデュース学科

価値観やものの見方が異なる他者に関心を持ち、他者とのコミュニケーションを通して新たな価値を

創出することができる人材を育てます。そのために必要となる「みる・かんがえる・はなす・きく」

能力を能動的かつ総合的に活用することができ、創造力、人間力、セルフ・エデュケーション力を兼

ね備えた、アート・人・社会をつないで活かすことができる人材を育てます。

こども芸術学科

なぜ人は表現するのかという芸術の根源をたずね、人が成長する上で、芸術の果たす役割と幼児教

育・保育の可能性を探求します。こどもと関わりながらその存在価値を認め、芸術する心を通して、

創造的な保育実践のできる人、他者と支え合うことのできる人、社会に向けてアイディアを発信でき

る人を育てます。

歴史遺産学科

歴史遺産学科では、歴史的な観点から社会の諸問題に取り組むことのできる人格・教養知を「人間

力」として身につけます。また、歴史遺産の調査・保存修復・活用に実践的に取り組むカリキュラム

を通じて、新たな社会的価値観を創り出す創造的知性を「創造力」として養います。卒業後は、文化

財保存修復士や考古調査士をはじめ、伝統文化・地域文化産業で活躍できる人材、社会科教員・研究

者となることを目指します。
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